
 

 

本研修の目的                                              

教師海外研修は、開発途上国を実際に訪問することにより、開発途上国の置かれている状況や課題、日本と途上国の

関係、国際協力の実情について理解を深めること、および、海外研修で得た経験を、次代を担う児童・生徒への国際

理解教育・開発教育に役立ててもらうことを目的としています。 

また、本研修参加後は、JICA 東北・JICA 二本松と連携し、教育現場・地域において国際理解教育・開発教育の推進の

ため協力いただくことを期待しています。 

 

対象                                                  

青森、岩手、秋田、宮城、山形、福島県内の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学

校、高等専門学校に勤務する教員。(国立・公立・私立の別は問いません) 

 

主催                                                  

独立行政法人 国際協力機構 東北センター（JICA 東北）、二本松青年海外協力隊訓練所（JICA 二本松） 

 

後援                                                  

外務省、文部科学省、青森県教育委員会、岩手県教育委員会、秋田県教育委員会、宮城県教育員会、 

山形県教育委員会、福島県教育委員会、仙台市教育委員会 

 

一年の流れ                                        

研修 場所 日時 内容 

第一次事前研修 オンライン 
2024 年 

6 月 22 日(土) 

JICA 事業概要・研修概要説明(全国合同)、研修国事情

等の説明(日程・安全管理)、チームビルディング、開

発教育講座など 

第二次事前研修 
JICA 東北 

宮城県丸森町 

2024 年 

7 月 6 日(土)～7 日(日) 

開発教育手法体験、過年度参加教員による授業実践紹

介、ザンビア丸森プロジェクト関連サイト視察など 

海外研修 ザンビア 
2024 年 

7 月 27 日(土)～8 月 5 日(月) 

JICA 事業の視察および関係者との交流、現地の学校

訪問、教育関係者との意見交換、教材等の収集など 

帰国後研修 JICA 東北 
2024 年 

9 月 14 日(土)～15 日(日) 
授業実践に向けた授業案の発表・検討、教材開発など 

授業実践 各所属校 
2024 年 

9 月下旬～12 月中旬 
研修で得た情報・体験を基にした授業実践 

事後研修 JICA 東北 
2025 年 

1 月 13 日(月祝) 
授業実践報告、振り返り、意見交換会など 

 

 

 



 

 

2024 年度 教師海外研修 参加者リスト                           

No 氏名 県 学校名 校種 担当教科（専門分野） 

1 堀 奏音 青森県 青森明の星中学・高等学校 高 地歴・公民、英語（地理） 

2 赤坂 澪 青森県 三沢市立岡三沢小学校 小 全科 

3 鈴木 綾子 秋田県 秋田県立五城目高等学校 高 芸術（音楽） 

4 志賀 優香 宮城県 石巻市立桃生中学校 中 外国語（英語） 

5 鈴木 康洋 宮城県 仙台市立柳生中学校 中 技術・家庭科（技術分野） 

6 佐藤 光顕 山形県 天童市立津山小学校 小 全科（外国語） 

7 髙橋 謙介 山形県 山形県立小国高等学校 高 社会科（地理） 

8 吉見 求 福島県 本宮市立本宮まゆみ小学校 小 全科（体育） 

 

開発教育ファシリテーター 

1 鈴木 精 山形県 九里学園高等学校 

 

業務調整 

1 島田 潤悦 JICA 東北 市民参加協力課 

 

 



 

 

研修国                                         

＜ザンビア共和国＞  

  

一般事情 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

1．面積 752.61 千平方キロメートル（日本の約 2 倍） 

2．人口 2,057 万人（2023 年：世銀） 

3．首都 ルサカ（海抜 1,272 メートル） 

4．民族 73 部族（トンガ系、ニャンジャ系、ベンバ系、ルンダ系） 

5．言語 英語（公用語）、ベンバ語、ニャンジャ語、トンガ語 

6．宗教 8 割近くはキリスト教、他 イスラム教、ヒンドゥー教、伝統宗教 

7．主要産業 鉱業（銅、コバルト等）、 

農業（トウモロコシ、綿花、タバコ、大豆）、観光 

8．GDP(国内総生産)  281 億米ドル（2023 年：世銀） 

9．一人当たり GNI 1,320 米ドル（2023 年：世銀） 

10．経済成⾧率 5.8％（2023 年：世銀） 



 

 

研修日程                                          

日数 日付 曜日 内容 宿泊先 

1 7月27日 土 羽田空港集合、出国  機内泊 

2 7月28日 日 ドバイ経由・ルサカ空港到着、ホテルへ移動 ルサカ 

3 7月29日 月 

JICA ザンビア事務所にてブリーフィング、、 

ルサカ チャイナマ特別支援初等学校にて村上恵里佳隊員の活動見学、授業風景視察、児童生徒との交流 

カニャマ総合病院にて伊藤亨隊員の活動見学、病院内視察 

4 7月30日 火 
丸森町プロジェクト（草の根技術協力）サイト視察、シマ作り体験、農家の方々との交流 

ルサカ 

チランガ郡農業事務所を訪問し、細谷和喜隊員の活動を見学 

5 7月31日 水 

Destiny コミュニティスクールにて児童生徒と交流、昼食会、児童生徒の住居訪問など 

ルサカ 

デービッドカウンダ STEM 中等学校にて小野亘隊員の活動見学、生徒との交流 

6 8 月 1 日 木 

WASH プロジェクト（草の根技術協力）サイト視察、プロジェクト関係者や児童生徒との交流 

ルサカ 

国立ルサカ博物館見学 

7 8 月 2 日 金 

ゴミ処分場視察 

ルサカ 

アグリカルチャーショー見学 

エヴリン・ホン短期大学にて村上明子隊員の活動見学、生徒との交流（鈴木綾子先生） 

在ザンビア日本国大使館表敬訪問 

JICA ザンビア事務所にて研修内容報告 

8 8 月 3 日 土 

ルサカ国立公園を訪問し、象の孤児院等を視察 

機内泊 

ルサカ空港より出国 

9 8 月 4 日 日 ドバイ空港に到着するもコネクションミスで帰国便に乗れず、ドバイで 1 泊することに ドバイ 

10 8 月 5 日 月 羽田空港着 羽田 

11 8 月 6 日 火 帰路  

 


